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1. エグゼクティブサマリー 
日清オイリオグループ株式会社（以下、日清オイリオ）は、長年にわたり知的財産

（IP）を重要な経営資源として位置づけ、事業戦略と価値創造プロセスに不可欠な要素

として組み込んできた 1。特に、中鎖脂肪酸（MCT）や油脂の酸化防止技術において

は、国内市場で高い競争優位性を確立し、特許ポートフォリオを構築してきた実績があ

る 1。 

2025 年度から始まる新中期経営計画「Value UpX（エックス）」は、同社にとって大

きな転換点となる 5。この計画は、「Marketing × Technology × Globalization 」を基軸

に据え、特に BtoB 領域やグローバル市場での加速度的な成長を目指す野心的なもので

ある 6。この戦略的転換は、必然的に知的財産戦略にも変革を迫る。 

本レポートでは、「Value UpX」の実行に伴い、日清オイリオの知的財産戦略がどのよ

うに変化するかを予測する。主な変化としては、グローバルな権利保護体制の強化、フ

ァインケミカルやスペシャリティファット（特殊油脂）といった新たな成長戦略の柱に

合わせたポートフォリオの重点化、デジタルトランスフォーメーション（DX）やサス

テナビリティへの取り組みとの連携強化、そしてオープンイノベーション活用やノウハ

ウ管理におけるより高度なアプローチの採用が挙げられる。これらの変化の方向性を示

す具体的なシナリオとして、「成長分野への特許ポートフォリオ重点化」「グローバル

展開加速に伴う国際出願強化」「オープンイノベーション活用とノウハウ管理強化」

「グリーン＆デジタル領域での知財活用強化」の 4 つを提示する。 

2. 日清オイリオの知的財産戦略ベースライン（「Value UpX」以前） 
「Value UpX」による変革を理解するためには、まず計画発表以前の同社の知的財産戦

略の状況を把握する必要がある。 

2.1 基本方針と戦略目標 

日清オイリオは、知的財産を単なる法的権利としてではなく、事業成長と価値創造を支

える「経営資源」として明確に認識している 1。これは、同社の知的財産戦略の根幹を

なす考え方である。 

公式に表明されている戦略目標は、知的財産権の獲得と知財リスクへの対応を通じて、



事業活動における優位性や研究開発における自由度を確保し、収益性向上と共有価値

（CSV: Creating Shared Value）の創出を両輪で促進することである 1。特に、「グロ

ーバルトップレベルの油脂ソリューション企業」への飛躍というビジョン達成のため、

十分な知的財産権の確保とブランドの確立・保護に努めることが強調されている 1。 

戦略遂行においては、知的財産情報と市場情報を組み合わせた分析を行い、事業活動や

研究開発における意思決定に資する情報を社内に提供・連携する体制を目指している 
1。また、他社との共創活動（オープンイノベーション）、事業領域の拡大、グローバ

ル展開といった場面において、関連する知的財産権を積極的に取得・活用し、持続的な

成長に貢献することも方針として掲げられている 1。 

これらの基本方針や目標は明確に示されているものの、「Value  UpX」以前の段階で

は、知的財産が具体的にどの程度事業貢献しているかの指標設定や、リソース配分の詳

細など、実行面での具体性は外部からは見えにくい側面があった。実際に、同社自身も

無形資産戦略の立案と開示を今後の課題として認識しており 11、これは「Value  UpX」
を通じて知的財産マネジメントの更なる高度化と透明性向上が図られる可能性を示唆し

ている。経営資源としての位置づけは明確だが、その戦略的活用をより体系化し、外部

ステークホルダーへの説明責任を果たしていく必要性が認識されていたと考えられる。 

2.2 主要技術領域と特許ポートフォリオ分析 

日清オイリオの知的財産戦略は、長年にわたる植物油脂研究で培われた深い知見を基盤

としている 1。その中でも、特に注力してきた技術領域と、それに関連する特許ポート

フォリオの状況は以下の通りである。 

● 確立された強み: 植物油脂に関する基礎研究から応用開発に至るまでの広範なノウ

ハウがコアコンピタンスとなっている 1。 
● 重点領域 1：MCT（中鎖脂肪酸）: 食品用途に関する特許資産において、国内では

「圧倒的な競争優位」を築き、グローバルトップ企業にも匹敵すると評価されてい

る 1。MCT のさらなる高付加価値化、高収益化に向けた取り組みが継続されてお

り、脂肪燃焼（特開 2022-190205 号）や低栄養改善といった具体的な健康価値に

関する特許も保有している 1。 
● 重点領域 2：酸化・劣化抑制技術: 油脂の鮮度やおいしさを維持するための酸化抑

制技術、油を長持ちさせる劣化抑制技術に関する知的財産の開発を進めている 1。
「酸化ブロック製法」（特許第 4601711号）や「Neo ナチュメイド製法」（特許

第 6346257 号）などが代表例として挙げられる 1。 
● その他領域（推察）: 公開されている特許情報からは、加熱調理用油脂組成物、タ

ルト用油脂、成形装置、ワックス用粉末油脂、トナー、チョコレート関連技術な



ど、多岐にわたる分野で出願が行われていることが確認できる 13。これは、MCT
や酸化防止技術以外にも広範な研究開発活動が行われていることを示唆している。

また、ファインケミカル事業部が存在し、化粧品原料や化学品に関する開発と知的

財産活動も行われている 12。 
● ポートフォリオ評価: 同社は自社の特許ポートフォリオについて、食用油脂領域に

おいて競合他社と同等の質の高い特許を保有し、量においても優位性を持つことで

総合力があると分析している 1。堅牢な特許網（「堅牢な特許網」）の構築を目指

しており 4、20 23 年度末時点でグループ全体（国内外子会社含む）で約 1290 件、

国内単体で約 690 件の特許を保有している 1。 

MCT と酸化防止技術が戦略的に重視されていることは明らかだが、その他の幅広い特

許出願 13 は、必ずしも対外的に戦略的意図が明確に示されているわけではない。ポー

トフォリオ全体の強みに関する自己評価 4 と、後述する近年の出願件数の減少傾向 15 と
の間には若干の乖離も見られ、これは単なる量から質・影響力重視へのシフトを示して

いるのか、あるいは新たな重点分野への移行期にあるのか、今後の動向が注目される。

「Value  UpX」は、このポートフォリオ戦略の方向性をより明確にする契機となるだろ

う。 

表 1：主要特許領域（「Value UpX 」以前）の概要 

 

技術領域 主要特許例（一部） 戦略的重要性・強み

（自己評価） 
近年の出願動向（推

察） 

MCT（食品用途） 特開 20 22- 190 20 5 号

（脂肪燃焼） 
国内で圧倒的競争優

位、グローバル企業

に匹敵 1。高付加価値

化・高収益化を推進 
1。 

増加傾向 1 

酸化・劣化抑制技術 特許第 460 1711 号

（酸化ブロック製

法） 

顧客課題解決、資源

有効活用に貢献 1。 
継続的に出願 

ファインケミカル

（化粧品等） 
（特定例なし） 事業部として存在、

開発・知財活動を実

不明 



施 12。 

チョコレート用油脂 （特定例なし、共同

出願多数 15） 
（特定記述なし、た

だし共同出願状況か

ら重要性推察） 

共同出願中心 

その他食用油脂・加

工技術 
特開 20 20 - 162592 号

（タルト用油脂組成

物）等 13 

幅広い研究開発の基

盤 12。 
全体的に減少傾向 15 

2.3 特許活動トレンドと主要パートナーシップ 

知的財産戦略の実行状況を測る上で、特許出願の動向と共同研究の状況は重要な指標と

なる。 

● 出願件数: 過去 10 年間（2015 年 1 月～2025 年 3 月）の国内特許出願件数は年に

よって変動が大きい。2016 年には 117件とピークを迎えたが、直近では減少傾向

にあり、2021 年 75 件、2022 年 50 件、2023 年 38 件となっている 15。過去 5
年間（2019～2024 年）の平均は約 52.5 件である 15。特許分析サービスに関する

情報は存在するが 15、具体的なトレンドデータは外部分析 15 に依拠する。個別の特

許公開リスト 13 からは件数トレンドは読み取れない。 
● パートナーシップ（共同出願）： 過去 10 年間で、大東カカオ株式会社との共同出

願が 50 件と突出して多く、チョコレート用油脂分野での強固な連携を示唆してい

る 15。その他、和弘食品株式会社（7 件）、セッツ株式会社（5 件）などが主要な

共同出願相手となっている 15。直近 3 年間（2023～2025 年）でもセッツ株式会

社、大東カカオ株式会社との共同出願が見られる 15。学術連携としては、東北大学

と MCT 由来の香気成分生成メカニズムに関する共同研究 4 や、微細藻類による油

脂生産を目指す「Bio-Digital Transformation 産学共創拠点」への参画 4 が挙げら

れる。また、事業連携として J-オイルミルズとの搾油合弁会社設立 4 も行われて

いる。 

近年の特許出願件数の減少傾向 15 は、「Value UpX」で掲げる成長への意欲 5 や研究開

発投資の増加計画 6 と照らし合わせると、注意が必要な点である。これが戦略的な優先

順位付けの結果なのか、リソース配分の問題なのか、あるいは一時的な停滞なのかは、

今後の動向を注視する必要がある。一方で、大東カカオとの長年にわたる強固な連携 15 
は、「Value UpX」の重点戦略の一つであるチョコレート用油脂事業 6 の基盤となって

おり、パートナーシップにおける知的財産の戦略的重要性を裏付けている。大学や研究

拠点との連携 4 は、オープンイノベーションによる基礎研究・探索研究への取り組みを



示している。 

表 2：国内特許出願件数推移（2015 年～2024 年） 

 

年 出願件数 

20 15 84 

20 16 117 

20 17 71 

20 18 61 

20 19 58 

20 20  72 

20 21 75 

20 22 50  

20 23 38 

20 24 20  (予測値含む) 

表 3：主要共同出願人（2015 年～2025 年） 

 

共同出願人 共同出願件数 主な技術分野（推察） 

大東カカオ株式会社 50  チョコレート用油脂 



和弘食品株式会社 7 （食品関連） 

セッツ株式会社 5 （不明、直近も連携あり） 

（その他多数） -  -  

2.4 ブランド保護とマネジメントアプローチ 

知的財産戦略において、特許と並び重要なのがブランドの保護と管理である。 

● 戦略目標: グローバルリーダーを目指す上で、ブランドの確立と保護は明確な戦略

目標として位置づけられている 1。企業ブランド認知率 90%達成も目標の一つであ

る 4。 
● 具体的取り組み: 長年培ってきた MCT に関する知見を活かし、独自の MCT ロゴマ

ークを開発。自社製品だけでなく、共同開発品にも使用を許諾することで、MCT
の社会的な認知度向上を図っている 1。また、主力ブランド「日清サラダ油」の信

頼性を背景に、新たな価値（開封後の鮮度維持）を提供する「日清ヘルシークリ

ア」を上市 4。さらに、「日清やみつきオイル」のような「味つけオイル」という

新市場創造に向け、イベントや SNS を活用したプロモーションを展開している 
4。 

● 運用的側面: 商標調査業務においては、外部サービス「Toreru」を活用している 
17。その選定理由として、調査の「対応の速さ」と「クオリティ」を挙げており、

特に急な依頼への対応や、自社調査以上の情報量・精度を評価している 17。これ

は、社内リソースの制約、あるいは効率性を重視した運用体制を示唆している可能

性がある。商標関連業務が一時的に過負荷になる状況も認められている 17。 

ブランド戦略は、企業全体のイメージ向上と、個々の製品が持つ独自の価値提案の両面

から推進されている。MCT ロゴ 1 や「やみつきオイル」 4 の事例は、単なる製品識別

子を超えたブランド価値構築への意欲を示している。しかし、「Value UpX」が掲げる

グローバル展開 5、特に BtoB 領域での拡大 7 は、国際的な商標管理の複雑性と業務量

を飛躍的に増大させる。現在は国内での効率性を重視した外部サービス活用 17 が中心

かもしれないが、多言語・多法域でのブランド展開を支えるためには、より戦略的でグ

ローバルに統合された商標管理体制（社内専門性の強化やグローバル対応可能な外部専

門家の活用を含む）の構築が不可避となるだろう。 

2.5 技術提携とオープンイノベーションに関する現状 

外部の知見や技術を取り込むオープンイノベーションは、現代の企業戦略において重要



性を増している。 

● 方針: 他社との共創活動において、関連する知的財産権を積極的に取得・活用する

ことが方針として明記されている 1。 
● 実績例: 大学（東北大学 4）、産業界の研究拠点（Bio-DX 拠点 4）、競合他社（J -

オイルミルズとの J V 4）、顧客・サプライチェーンパートナー（キユーピー 4、

Ferre ro/Hap Seng/KULIM 4）など、多様な形態での連携実績がある。 
● 連携の動機（推察）: 外部の専門知識へのアクセス（例：微細藻類技術 4）、業界

共通課題への対応（例：PET ボトルリサイクル 4）、サプライチェーンの強化・サ

ステナビリティ向上 4 などが目的と考えられる。 

日清オイリオは様々な形態の連携に関与しているが、これらの多様なオープンイノベー

ションモデルを管理するための統一的な知的財産戦略フレームワークについては、提供

された情報からは必ずしも明確ではない。「Value  UpX」以前は、プロジェクトごとに

個別最適化された対応が中心であった可能性も考えられる。「Value  UpX」で強調され

る「Marke ting × Technology × Globalization」 5 による成長加速は、より迅速かつ複雑

な連携を必要とする場面が増えることを意味する。そのため、パートナーシップの種類

に応じた知的財産権の帰属、ライセンス条件、ノウハウ共有に関する標準化されたガイ

ドラインなど、より体系的なオープンイノベーション IP マネジメント体制の構築が、

今後の成長を支える上で重要となる可能性がある。 

3. 「Value UpX」計画（2025～2028 年度）の戦略的推進力 
新中期経営計画「Value UpX」は、日清オイリオの次なる成長ステージに向けた羅針盤

となる。その主要な戦略要素を理解することが、知的財産戦略への影響を分析する鍵と

なる。 

3.1 中心テーマ：Marketing × Technology × Globalization  

「Value UpX」の根幹を成すのが、「Marketing（市場・顧客理解力）」「Technology
（技術力）」「Globalization（グローバル展開力）」の 3 要素を結実・進化させ、こ

れらを掛け合わせることで同社独自の「勝ち筋」を創出し、加速度的な成長を実現する

という考え方である 5。これは、単なる要素の足し算（Value Up+）から、相乗効果を

生む掛け算（Value UpX）への進化を目指すことを意味する 20。この中心テーマは、知

的財産戦略が市場ニーズ、技術開発、そしてグローバルな事業展開という相互に関連す

る 3 つの側面すべてを支える必要があることを示唆している。 

3.2 優先成長分野と拡大目標 

「Value UpX」では、具体的な成長分野と数値目標が設定されており、知的財産戦略が



注力すべき領域を明確に示している。 

● グローバル BtoB への注力: 特に海外市場における BtoB 事業の展開強化が鮮明で

ある 7。 
● チョコレート用油脂: トレーサブルで高機能な製品群を軸に、CBE（ココアバター

代替油脂）のグローバルシェアを 20 28 年度までに 15%以上（20 24 年度推定 6%
から大幅増）に引き上げる目標を掲げている 6。 

● ファインケミカル: 化粧品油剤を中心に、グローバルシェアを 20 28 年度までに

10 %以上（同 6%から）に拡大することを目指す 6。成長著しいアジア市場での展

開強化（例：バンコク駐在員事務所設立 8）や、スペイン拠点（IQL S.A.U.）との

連携 12 が鍵となる。 
● 北米 BtoB 市場: 加工用・業務用油脂において、20 30 年度までに 50 0 億円規模の

販売額を目指す 6。現地パートナーとの連携や M&A も視野に入れる 7。 
● 機能性油脂・油剤: 20 28 年度までに 70 億円の販売額を目指す 10。 
● BtoC （国内）: 生活の質向上に貢献する製品群で安定的な利益確保を目指す 10。国

内家庭用食用油市場規模 1,90 0 億円（20 28 年度目標）を視野に入れる 10。 
● 技術実装による成長: 発酵、油脂加工、分離、エステル交換、合成など、コアとな

る技術の実装を通じて成長をドライブする 6。 
● 顧客中心主義: 「もっとお客さまの近くで」 24 ビジネスを展開し、顧客接点の高度

化を図る 6。 

これらの目標達成には、各分野における技術的優位性の確立と、それを支える強力な知

的財産ポートフォリオが不可欠である。 

3.3 リソース配分：研究開発、DX、設備投資計画 

「Value UpX」の意欲的な目標は、大幅な投資計画によって裏付けられている。 

● 総投資額: 4 年間で 900 億円（前中計「Value Up+」の 490 億円から大幅増）を

計画 5。特に無形資産への投資が中心となる 9。 
● 研究開発投資: 4 年間で 200 億円（前中計比 1.4 倍）を投じ 6、既存能力の深化と

新規市場・新規能力の探索を両輪で進める 6。 
● DX 投資: 4 年間で 150 億円（前中計比約 3 倍）を計画 6。事業成長を牽引するバ

リューチェーン強化、サプライチェーン強靭化、持続性と成長を支える仕組みづく

り（営業効率化、需給最適化、生産自動化、物流再構築など）を目的とする 6。 
● 設備投資（推察）: 総投資額 900 億円のうち、研究開発・DX 投資を除いた残額

（550 億円）は、生産体制の増強・効率化、グローバル拠点展開、M&A 7 など、

有形資産への投資に充てられると考えられる。 



研究開発費と DX 投資の大幅な増額 5 は、「Value  UpX」達成に向けた強いコミットメ

ントを示すものである。この投資増がイノベーション創出につながると期待される一方

で、その成果を知的財産として適切に保護・活用する体制が伴わなければ、投資効果は

限定的となる。これは、前述した近年の特許出願件数の減少傾向 15 と合わせて考える

と、知的財産戦略の強化が急務であることを示唆している。増加する研究開発・DX 投

資から生まれるであろうイノベーションの価値を確実に捉え、事業成果に結びつけるた

めの知的財産戦略が求められている。 

3.4 サステナビリティとデジタルトランスフォーメーションの統合 

「Value  UpX」では、サステナビリティと DX が単なる個別テーマではなく、経営戦略

全体に不可欠な要素として組み込まれている点が特徴的である。 

● サステナビリティ: 地球環境・資源保護、人権尊重を事業の根幹と位置づけ 6、脱

炭素社会、循環型社会への貢献を目指すビジネスモデル構築を志向する 6。サプラ

イチェーンにおけるトレーサブルで持続可能な原料調達の推進 6 や、CO2 排出量

削減、プラスチック容器使用量削減などの具体的な CSV 目標を設定している 6。
これらは共有価値創造（CSV）のドライバーとしても認識されている 3。 

● DX: 成長加速、サプライチェーン強靭化、効率化を実現するための重要な駆動力と

見なされている 6。営業、サプライチェーン、生産、研究開発、物流など、バリュ

ーチェーン全体にわたる取り組みが計画されている 6。 

サステナビリティと DX が戦略の中心に据えられたことで 6、知的財産戦略もこれらの

領域を積極的にカバーする必要が生じている。従来型の製品・製法特許に加え、環境配

慮型プロセスに関する発明、DX プラットフォームに関連するデータやアルゴリズムの

権利、サステナビリティを訴求するブランド戦略など、保護対象が多様化・拡大する。

これらの新しい領域における知的財産をいかに戦略的に構築・活用するかが、今後の課

題となる。例えば、サステナビリティ関連技術 25 や DX が生み出す無形資産（デー

タ、アルゴリズム等） 29 を保護するための具体的な IP 戦略（プロセス特許、営業秘

密、データ利用契約、ソフトウェア特許等）を策定・実行することが、「Value UpX」
を成功させる上で不可欠となる。 

4. 「Value UpX」が知的財産戦略に与える影響予測 
新中期経営計画「Value UpX」の戦略的方向性は、日清オイリオの知的財産戦略に多岐

にわたる影響を与え、具体的な変革を促すと考えられる。 

4.1 新たな戦略的成長の柱との IP 創出連携 

「Value UpX」で掲げられた成長目標達成のためには、知的財産ポートフォリオを新た



な成長の柱に合わせて再構築する必要がある。 

● 重点分野へのシフト: 知的財産創出活動（発明発掘、出願戦略）は、「Value  
UpX」で特に重視される高機能チョコレート用油脂、ファインケミカル（特にアジ

ア・グローバル市場向け化粧品原料）、機能性素材、そして北米 BtoB 市場向け技

術に重点的に振り向けられる必要がある 6。既存の成熟分野や非注力分野へのリソ

ース配分は見直され、選択と集中が進む可能性が高い。 
● リソース再配分: 知的財産部門の人員、予算、外部弁理士・弁護士費用などのリソ

ースは、これらの優先分野に戦略的に再配分されるだろう。特にファインケミカル

分野や国際的な権利化・係争対応に関する専門知識を持つ人材の採用や育成が急務

となる可能性がある 34。実際に、同社の知財部では特許・IP ランドスケープ担当

者の採用活動が見られ、成長領域の分析・把握への貢献が期待されている 34。 
● 研究開発との連携強化: 優先分野における発明を早期に、かつ効果的に特定・保護

するためには、知的財産部門と研究開発部門とのより緊密な連携が不可欠となる 
14。開発の初期段階から知財戦略を組み込む体制が求められる。 

4.2 グローバルな IP フットプリント強化の必要性 

「Value UpX」の「Globalization」という柱は、知的財産戦略におけるグローバル対応

能力の大幅な向上を要求する。 

● 国際出願の増加: 「Value UpX」でターゲットとする主要市場（北米、アジア、欧

州等）における特許出願（PCT 経由や各国への直接出願）および商標登録の件数

は、大幅に増加させる必要がある 6。 
● 戦略的な出願国選定: 単に多くの国で権利を取得するのではなく、市場規模、生産

拠点、競合企業の活動状況、権利行使の実効性などを考慮した、費用対効果の高い

戦略的な出願国選定が重要になる。 
● 商標管理の複雑化: 多言語、多文化、多様な法制度下でのグローバルなブランドポ

ートフォリオ管理は、極めて複雑な業務となる。迅速性を重視した国内向けの外部

サービス活用 17 だけでは対応が困難になる可能性があり、グローバルなブランド監

視体制や権利行使体制を含め、より高度な管理能力（社内体制強化またはグローバ

ル対応可能な外部専門家の活用）が求められる。 

グローバル市場でのシェア拡大目標 9 は、それを支える強固で戦略的に管理されたグロ

ーバルな知的財産ポートフォリオなしには達成できない。これは「Value UpX」遂行に

おいて、最も大きな変革と投資が求められる領域の一つであろう。国内市場での優位性

確保 1 に最適化されていたかもしれない従来の体制から、真のグローバル展開を支える

体制への移行が急務となる。 



4.3 DX と技術変革に伴う IP 上の考慮事項 

DX 推進と技術変革は、新たなタイプの知的財産とその保護戦略の必要性を生み出す。 

● 新たな保護対象: アルゴリズム（多くは営業秘密）、データ（所有権、利用権）、

ソフトウェア（著作権、場合により特許）、デジタルプラットフォーム、AI を活

用した発明など、デジタル資産を保護するための戦略策定が不可欠となる 29。 
● データ戦略との連携: 知的財産戦略は、データガバナンス方針と密接に連携する必

要がある。社内生成データ、共同研究データ、顧客データなど、様々なデータの所

有権と利用権を明確化し、特に顧客接点の強化 6 に伴うデータ利活用において知財

リスクを管理しなければならない。 
● 研究開発における AI 活用: AI が研究開発プロセス（例：新素材探索 36、プロセス

最適化 32）で活用されるようになるにつれ、AI が生み出した、あるいは支援した

発明の権利帰属や保護方法に関する社内ポリシーの整備が必要となる。 
● サイバーセキュリティ: デジタル化が進む環境下では、営業秘密や機密情報の保護

がこれまで以上に重要となり、情報セキュリティ対策との連携が求められる 32。 

4.4 サステナビリティ目標達成と訴求における IP 活用 

サステナビリティへの取り組みを知的財産によって裏付け、競争優位につなげる視点が

重要になる。 

● グリーン技術の保護: 環境負荷低減に貢献するプロセス、省エネルギー技術、バイ

オマス由来原料の利用、循環型経済に資するソリューションなどに関するイノベー

ションを積極的に特許化する 25。 
● 訴求力の強化: 取得した特許や、関連する認証・商標などを活用し、マーケティン

グや企業報告においてサステナビリティに関する主張の客観的な根拠を示すこと

で、ブランド価値や信頼性を高める 37。 
● トレーサビリティ関連 IP: サプライチェーンの透明性とトレーサビリティを確保・

証明するための技術（例：ブロックチェーン活用、センサー技術等）を知的財産と

して保護することも、サステナビリティ戦略 4 を支える上で有効である。 

4.5 ブランド・商標管理ニーズの進化 

グローバル化と BtoB シフトは、ブランドおよび商標管理にも新たな要求をもたらす。 

● グローバルブランディング: 世界各国で一貫したブランドメッセージを発信するた

めには、各法域での慎重なクリアランス調査と権利登録に基づいた、強固な国際商

標ポートフォリオが必要となる 39。 
● BtoB ブランディング: BtoC 製品だけでなく、BtoB 向けの原料やソリューション

に対してもブランド戦略を展開し、関連する商標を保護する必要がある。これは



BtoC とは異なるアプローチや考慮事項を伴う可能性がある。 
● 成分ブランディング: MCT ロゴ 1 のように、新たな高付加価値 BtoB 製品（例：特

定の CBE 製品ラインやファインケミカル原料）に対して成分ブランドを展開する

場合、その商標戦略も重要となる。 

4.6 連携・オープンイノベーションにおける IP フレームワーク調整の可能性 

多様化・活発化する連携活動を円滑に進めるためには、知的財産に関する取り決めをよ

り戦略的かつ体系的に行う必要がある。 

● 体系的なアプローチ: 大学との共同研究、企業間 JV、顧客との共同開発、サプライ

ヤーとの連携など、様々な連携形態 4 に応じた、より明確で、場合によっては標準

化された知的財産権の取り扱いルール（バックグラウンド IP/フォアグラウンド IP
の権利帰属、ライセンス条件、秘密保持義務、公表権など）を整備する必要性が高

まる 35。 
● IP 所有権とライセンス: 連携開始前に、創出される知的財産の帰属や利用条件につ

いて、戦略的な観点から交渉し、契約に明確に規定することがより重要になる 45。 
● ノウハウ管理: 共同研究等において共有されるノウハウや営業秘密の管理が一層重

要になる。強固な秘密保持契約の締結と、それに対応した社内管理体制の構築が求

められる 35。 
● M&A への対応: M&A を検討する際 7 の知的財産デューデリジェンスの重要性が増

し、買収後の IP 統合戦略も必要となる 46。 

5. 食品・化学業界の IP トレンド：比較の視点 
日清オイリオの知的財産戦略の方向性を評価する上で、関連業界全体のトレンドを把握

し、その中での同社の位置づけを理解することが有効である。 

5.1 主要トレンド概観 

近年の食品・化学業界における知的財産戦略は、以下のような潮流を示している。 

● オープンイノベーションの進展: 外部パートナーシップ、JV、ライセンシング、コ

ンソーシアムなどを活用し、研究開発の加速や新規市場・技術へのアクセスを図る

動きが活発化している 35。これに伴い、連携における高度な IP マネジメント能力

が求められている。 
● DX・AI の影響拡大: デジタル資産、データ、アルゴリズム、AI 関連発明の保護が

重要性を増している。研究開発（例：新素材探索 36）や IP 管理業務自体への AI 活
用も進んでいる 29。 

● サステナビリティ重視: 環境配慮型技術、持続可能なプロセス、バイオベース素



材、循環型経済ソリューションなどに関する特許出願が増加しており、企業の

ESG 戦略やブランド構築と連動する傾向が強い 25。 
● グローバル化と地政学リスク: グローバルな事業展開を支える強固な国際 IP 戦略

が求められる一方で、地政学的緊張の高まり、サプライチェーン分断の可能性、国

による権利行使環境の違いなど、複雑な要因への対応が必要となっている 35。 
● ノウハウ・営業秘密の価値認識向上: 特許化されないノウハウの戦略的重要性が再

認識され、人材流動性の高まりや連携の増加を背景に、内部管理体制の強化や営業

秘密管理戦略が重視されている 35。 
● IP ランドスケープと分析活用: 特許情報の戦略的分析（IP ランドスケープ）を、

競合分析、研究開発の方向付け、M&A ターゲット選定、技術的空白領域の特定な

どに活用する動きが広がっている 15。 
● 食品業界特有のトレンド: 機能性食品・健康関連技術 29、植物性代替食品 52、フー

ドテック（代替タンパク質、精密発酵、細胞培養等を含む）、食品安全・トレーサ

ビリティ関連技術 54 などでの特許活動が活発化している。競争が激しい分野で

は、従来の営業秘密中心から特許による権利保護へのシフトも見られる 29。音、色

彩、動きといった新しいタイプの商標の活用も進んでいる 37。 

5.2 業界文脈における日清オイリオの IP 戦略の位置づけ 

これらの業界トレンドを踏まえると、日清オイリオの知的財産戦略は以下のように位置

づけられる。 

● 整合性: 知的財産を経営戦略上の重要資源と認識している点 1 や、グローバル展開

を志向している点 6 は、業界の先進的な取り組みと方向性を同じくしている。多様

な連携に関与している点 4 も、オープンイノベーションの流れに沿っている。 
● 潜在的なギャップ・開発領域: 近年の特許出願件数の減少傾向 15 は、知的財産の重

要性が高まる業界トレンドとは逆行するように見える。DX・AI 関連の知的財産戦

略は、一部の先進企業 29 と比較すると、まだ初期段階にある可能性がある。連携

実績 4 はあるものの、外部技術への依存度が高い企業 43 ほど体系化されたオープン

イノベーション IP フレームワークは整備されていないかもしれない。サステナビ

リティ目標と IP 戦略の明確な連携 6 は緒に就いたばかりであり、業界リーダー 25 
と比較すると更なる強化の余地がある。また、商標調査における外部サービスの迅

速性重視 17 は、複雑化するグローバル管理に対応するための内部能力強化の必要性

を示唆している可能性がある。 

総じて、日清オイリオは主要な業界トレンドに沿った方向性を目指しているものの、

DX 関連 IP、グローバルポートフォリオ管理の高度化、体系的なオープンイノベーショ

ン IP 戦略、サステナビリティと IP の統合といった領域では、「Value UpX」の野心的



な目標達成と業界の先進事例に追いつくために、取り組みを加速させる必要があると考

えられる。これは挑戦であると同時に、「Value  UpX」を機に知的財産戦略を飛躍させ

る好機でもある。 

6. シナリオ予測：日清オイリオの IP 戦略の進化 
「Value  UpX」の実行に伴い、日清オイリオの知的財産戦略は複数の方向に進化する可

能性がある。以下に、重点の置き方によって想定される 4 つのシナリオを示す。これ

らは相互排他的ではなく、実際にはこれらの要素が組み合わされて戦略が形成される可

能性が高い。 

6.1 シナリオ A：シャープフォーカス -  主要成長市場向け特許ポートフォリオの優先順

位付け 

● 内容: 知的財産関連リソース（出願予算、研究開発部門との連携体制、権利化プロ

セス等）を、「Value UpX」の最重要成長エンジンである高機能チョコレート用油

脂、ファインケミカル（化粧品）、北米 BtoB 向け技術に集中的に投下する。非注

力分野や成熟分野の特許は、維持費用の観点から積極的に権利放棄・削減する可能

性がある。 
● 背景: 「Value UpX」で示された具体的な事業目標 6 達成のために、IP 投資対効果

を最大化するアプローチ。投資と戦略目標の整合性を重視する。過去の出願動向 15 
やポートフォリオの強みに関する自己評価 4 から示唆される「量より質」への転換

を具体化する方向性。 
● 影響: 主要な競争領域における保護は強化されるが、市場の変化や非注力分野が予

期せず重要になった場合のリスクも伴う。継続的な IP ランドスケープ分析による

重点分野の見直しが不可欠となる。 

6.2 シナリオ B：グローバルリーチ -  国際特許・商標出願の強化 

● 内容: 主要な国際市場（北米、アジア、欧州）における特許権および商標権の取

得・維持管理のための予算と体制（社内または外部）を大幅に増強する。単なる出

願件数増だけでなく、地域ごとの市場特性や競合状況を考慮した、戦略的な出願・

権利行使戦略を策定・実行する。 
● 背景: 「Value UpX」の「Globalization」 5 を直接的に支える戦略。海外市場での具

体的なシェア・売上目標達成 6 に不可欠。現状のグローバル IP 管理能力 17 におけ

る潜在的なボトルネック解消を目指す。グローバル企業の標準的なプラクティス 39 
への追随。 

● 影響: IP 関連コストは増加し、ポートフォリオ管理は複雑化するが、グローバル市

場での事業展開と競合他社からの防御には必須。国際係争リスクへの備えも重要に



なる。 

6.3 シナリオ C：コラボレーティブエッジ -  ハイブリッド型オープンイノベーション IP
モデルとノウハウ保護強化 

● 内容: 大学連携、JV、顧客との共同開発、サプライヤー連携 4 など、多様化する連

携形態に対応するため、明確な社内ガイドラインと柔軟な IP フレームワークを整

備する。同時に、社内およびパートナーシップにおける営業秘密・機密ノウハウの

特定、評価、管理体制を強化する。選択的な特許化と戦略的な秘密保持を組み合わ

せたハイブリッドアプローチを採用する。 
● 背景: 「Value UpX」の「Marketing」（顧客との近接性、共創 6）および

「Technology」（外部イノベーションの活用 4）側面を促進する。オープンイノベ

ーション 35 および営業秘密の重要性 35 という業界トレンドに対応する。現状より

も体系的なアプローチへの移行を目指す。 
● 影響: 高度な法務・契約交渉能力と、厳格な社内情報管理プロセスが必要となる。

連携によるイノベーション促進と、自社のコア技術・ノウハウ保護とのバランスを

取ることが鍵となる。 

6.4 シナリオ D：グリーン＆デジタル・ディスティンクション -  サステナビリティと

DX リーダーシップのための IP 活用強調 

● 内容: サステナビリティ（環境配慮型プロセス、持続可能素材、トレーサビリティ

技術等）および DX（プロセス最適化アルゴリズム、顧客エンゲージメントプラッ

トフォーム、研究開発・生産における AI 活用等）に関連するイノベーションを積

極的に特定・保護し、場合によってはライセンス供与も検討する。関連する商標や

認証を活用し、これらのテーマにおけるブランド価値を構築・強化する。 
● 背景: 「Value UpX」に統合されたサステナビリティおよび DX 目標 6 を直接支援す

る。IP が ESGストーリーやデジタルリーダーシップを支えるという業界トレンド 
25 に合致する。新たな収益源（ライセンス収入）創出やブランド差別化の可能性を

追求する。 
● 影響: ソフトウェア、AI、環境技術といった比較的新しい技術分野における IP 専門

知識が必要となる。企業イメージを先進的なものとして位置づけることができる

が、これらの分野への継続的な研究開発投資が前提となる。 

7. 戦略的展望と結論 
新中期経営計画「Value UpX」は、日清オイリオにとって、単なる事業規模の拡大計画

ではなく、質的な変革を伴う成長戦略である。この野心的な計画の成功は、知的財産戦

略がその変化に追随し、積極的に貢献できるかに大きく依存している。 



本分析から明らかになったように、「Value  UpX」は知的財産戦略に対し、グローバル

な視点の強化、新たな成長分野への重点シフト、DX およびサステナビリティという新

次元への対応、そしてオープンイノベーションやノウハウ管理におけるより洗練された

アプローチといった、多岐にわたる変革を要求している。 

特に、近年の特許出願件数の減少傾向 15 は、「Value  UpX」が求めるイノベーション創

出の加速と、それを支えるための知的財産活動強化の必要性を示唆しており、この点へ

の対応は喫緊の課題である。計画達成のためには、知的財産部門への適切なリソース配

分と、グローバル化や新技術領域に対応できる専門能力の確保が不可欠となる。 

提示した 4 つのシナリオ（シャープフォーカス、グローバルリーチ、コラボレーティ

ブエッジ、グリーン＆デジタル・ディスティンクション）は、それぞれが「Value  
UpX」の特定の側面を強化する方向性を示している。しかし、現実の戦略としては、こ

れらの要素が複合的に組み合わされる可能性が高い。例えば、グローバル展開（シナリ

オ B）を支えつつ、その中でも特に重要な成長分野（シナリオ A）に資源を集中し、同

時にサステナビリティや DX（シナリオ D）における先進性をアピールするといった、

統合的なアプローチが求められるだろう。 

最終的に、日清オイリオが「Value  UpX」を通じて「グローバルトップレベルの油脂ソ

リューション企業」 1 へと飛躍するためには、知的財産戦略が単なる権利保護の手段に

とどまらず、事業戦略と一体となり、変化に柔軟に対応し、未来への投資を積極的に行

う、ダイナミックな推進力となることが不可欠である。 
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